
老後生活と社会保障の関係について 

社会保障に関する国民意識等③ 給付と負担関係 

社会保障の給付と負担について 

・若い世代では、「社会保障にはあまり期待しない」、高年齢層では、 

 「なるべく社会保障でみてもらいたい」の割合が高い。 

出典：平成18年 厚生労働省「高齢期における社会保障に関する意識等調査報告書」 

・若い世代では、「負担増はやむを得ない」の割合が低い他、「わから 

 ない」の割合が高い。 

年齢階級別にみた少子高齢化が進行する状況での 
社会保障の負担の考え方について 

・若い世代では、「高齢者の負担増はやむを得ない」の割合が高く、 

 高年齢層では、「現役世代が負担すべき」の割合が高い。 

出典：平成18年 厚生労働省「高齢期における社会保障に関する意識等調査報告書」 出典：平成18年 厚生労働省「高齢期における社会保障に関する意識等調査報告書」 
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社会保障に関する国民意識等④ 年金関係 
年齢階級別にみた老後の生計を支える手段として１番目に頼りにするもの 

国民健康保険、国民年金の収納率の推移 年齢階級別にみた今後の生活をささえる年金給付等のあり方について 

・年齢が若くなるにつれ、「公的年金のみで充足できるだ

けの水準を確保すべき」割合が低い。 

・年齢が若くなるにつれ、「公的年金」を頼りにする割合が

低い。 

・国民年金は、現実の老齢年金受給は将来のものであり、

医療と異なり直ちに受給が困難になるというものでないこ

とから、納付率が低い。 

・国民年金の納付率の低下については、若い世代を中心

に年金制度への信頼感が揺らいでいるとの指摘がある。 

出典：平成２３年度 厚生労働白書 出典：平成２１年 社会保障における公的・私的サービスに関する意識等調査報告書 

出典：平成２１年 社会保障における公的・私的サービスに関する意識等調査報告書 
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社会保障に関する国民意識等⑤ 制度の認知度関係 

出典：平成２３年度 厚生労働白書 

社会保障制度の認知度と利用経験 

知っている社会保障の窓口と利用したことがある窓口 

・医療保険制度利用における健康保険証の提示の必要性については、 

 高い認知度を示している。 

・年金受給における請求書の提出の必要性や、要介護認定における 

 申請の必要性については、半数をやや上回る。 

・制度の利用の有無別にみると、実際に利用したことのないものに 

 ついては、あまり認知されていない。 

・利用した窓口は知っているという一般的傾向がある。 

・生活に直結する年金事務所、市町村窓口は認知度が高いが、児童 

  相談所や労働関係の機関については認知度が高いとはいいがたい。 

出典：平成２３年度 厚生労働白書 5 


